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越境と統合
──Naomi Hirahara にみる日系アメリカ文学の到達点──
山 口 知 子
Synopsis: Naomi Hirahara arrived late on the Japanese American lit-
erary scene. During the 1980s and early 1990s when Japanese Ameri-
can literature celebrated unprecedented visibility and social power,
Hirahara was working as an editor and reporter for the biggest and the
most influential Japanese American paper, Rafu Shimpo, and was ac-
tively involved in Japanese American community affairs including the
redress movement for the World War II internment. Switching her ca-
reer to independent writing in the late-1990s, she undertook a series of
mysteries in the mid-2000s.
Her skill and experience as a journalist, together with her own
background as a typical member of the community, have enabled her to
integrate all the elements and attributes of past Japanese American
writings into one sweeping picture, crossing borders of time, space, sen-
timents, as well as the generations. Her Mas Arai series represents a
new level of attainment in Japanese American literature.
1．はじめに：遅れてきた日系作家 Naomi Hirahara
米国内で「日系アメリカ文学」なるものが世に認知され注目の対象となっ
たのは，早めに見積もっても 1970年代後半以降である。当時，アフリカ系
やネイティブ・アメリカンの作品を皮切りに「エスニック文学」なるジャン
ルが出現し，日系の人びとは戦時強制収容の補償を米政府に求める運動を展
開していた。その後この運動（リドレス）は 1988年に実を結ぶのだが，こ
の前後の 1980年代から 1990年代にかけてが，社会的意義も含めて日系作
品がもっとも注目された時期であったといえるだろう。
リドレス達成後，日系の作品群は次第に多様化へと向かう。前述の日系ア
メリカ文学最盛期を，日系最大の新聞『羅府新報』の記者として過ごした
Naomi Hirahara が，フィクション作家としての仕事を始めるのは 2000年
１６２
代半ばのことである。以後，さながら日系の歴史と経験をすべて網羅するか
のような作品群を発表し続ける Hirahara は，今現在もっとも精力的に活動
している日系作家の一人である。
「越境」は，日系のみならずエスニック文学全般のキーワードであり続け
てきたが，Hirahara の場合は後述するように，日系およびエスニック文学
のなかで規範とされてきた属性をも軽々と飛び越えた。興味深いことに，そ
の越境のさまはむしろ，統合へと向かう動きであるように感じられる。
本稿では，遅れてきた日系作家 Naomi Hirahara の作品暦を辿り，それ
が日系／アジア系アメリカ文学の系譜のなかに占める位置を考察するととも
に，Hirahara が「越境の果ての統合」を経て至った日系アメリカ文学の到
達点を考えてみたいと思う。
2．Hirahara の背景：ジャーナリストの視点と経験
1960 年代初めカリフォルニア州パサデナに生まれた Hirahara の，父
Osamu は若き日々を両親の祖国広島に過ごした「帰米二世」である。帰米
の大半は，日本の軍国化が進み日米関係が緊張をはらむ 1930年代後半には
米国に帰国を果たしたが，Osamu は広島在住のまま開戦を迎え，爆心地か
ら数マイルの地点で被爆する。終戦後に帰米し，庭師として生活の基盤を固
めたのち，同じく広島出身で父親を原爆で亡くした Mayumi と 1960年に
広島で挙式後，カリフォルニアで新生活を開始する。この Osamu が後述す
るシリーズの主人公マス・アライのモデルとなっている。
父が帰米であり母が日本生まれの一世であることから，家庭での言語は日
本語が多かったとのことであ
1
る。また当時カリフォルニア在住日系子弟の多
くがそうであったように，土曜日には地元の日本語学校に通っていたため，
Hirahara はかなり流暢に日本語を話す。第一言語は紛れもなく英語だが，
三世としては例外的なほど伝統的環境で，言い換えれば一世や二世に近い状
況で，生まれ育ったといえるだろう。
地元の高校を卒業後スタンフォード大学に進み，卒業後はロサンゼルスに
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オフィスをかまえる日系最大手・最古参の新聞社『羅府新報』に記者兼編集
者として勤務する。ここで 1980年代の大半と 1990年代の半ばを過ごした
Hirahara は，一連のリドレス運動やロサンゼルス暴動もつぶさに経験する
ことになる。まさに日系コミュニティにとって激動の時代を，ジャーナリス
トの視点から見てきたわけである。
1996年，Hirahara は同紙を退職し，カンザス州ウィチタのニューマン
大学にて研究員として創作を学ぶ。翌年カリフォルニアに戻ったのち，著述
および書籍の編集・出版を開始する。まずは造園関連の書籍の編集・出版か
ら始め，日系人の伝記等数冊の執筆を経たのち，2004年に初のミステリ作
品 Summer of the Big Bachi を出版する。マカヴィティ賞候補となったこ
の作品が，後述するマス・アライシリーズ第 1作である。翌年に同シリー
ズ第 2作 Gasa-gasa Girl（2005）を出版し，さらに翌年の第 3作 Snakeskin
Shamisen（2006）にて，エドガー・アラン・ポー賞とアメリカ探偵作家ク
ラブ賞を受賞する。
4年のブランクを経た第 4作 Blood Hina（2010）出版ののち，2012年
1月，主人公マスのモデルである父 Osamu が逝去する。享年 82歳，1年
半の闘病を経ての死であった。しかしシリーズはその後も続き，第 5作は
2013年春の出版予定である。またシリーズ最終作となる第 6 作がマスの
（つまり Osamu の）故郷広島が舞台となるため，Hirahara は 2012 年 7
月，その取材のため約 1ヵ月間日本を訪れている。
Hirahara 作品のうちもっとも読まれ，評価されているのはこのマス・ア
ライシリーズで，本稿でも同シリーズのみを論じるが，他にヤング・アダル
ノ ア ー ル
ト向け作品が数冊あるほか，ロサンゼルスを舞台とした犯罪小説作家として
も知られている。また読書会やブックフェアなど執筆以外の作家活動も活発
にこなし，以前の職場である『羅府新報』や全米日系人博物館等を通じたコ
ミュニティ活動にも精力的にあたっている。現在は，寡婦となった母
Mayumi の住居にほど近いパサデナにて，夫 Wes と共に暮らしている。
以上みてきたように Hirahara は，自身が典型的な日系コミュニティの一
員であることに加え，その集団がいわば最大の転換期にある時代，コミュニ
１６４ 山 口 知 子
ティの中心であり牽引力ともなった大手メディアのジャーナリストとして活
動した。そのため個人の経験や主観を超え，客観的かつ分析的に日系社会を
俯瞰することができた。またジャーナリストとして調査や取材のノウハウを
身に着けており，その種の人脈やルートも備えていたことは，のちの執筆に
大いに役立ったことだろう。後述する「越境の果ての統合」を成し遂げる背
後には，こうした独自の経歴と背景があったのである。
3．Mas Arai シリーズ概観
では Hirahara の代表作マス・アライシリーズをみていくとしよう。主人
公のマスは，カリフォルニア州アルタディナに住み，ボロボロのフォード社
製トラックを操る未だ現役の老庭師である。妻に先立たれ，一人娘のマリは
ニューヨーク在住のため現在はやもめ暮らしの身の上で，頑強な体躯を持つ
が，背は低く外見もぱっとしない。帰米であるため英語はかなりブロークン
で，自身でもそれを恥じており，一度にワン・センテンス以上の言葉を発す
ることは滅多にない。アメリカ的フレンドリーさとはほど遠く，愛情表現な
ど大の苦手の無骨な独居老人なのである。シリーズ作品の主人公としては，
かなり異色であることを明記しておきたい。
第 1作 Summer of the Big Bachi では，マスが「被爆帰米二世」とい
う，周縁化された日系人のなかでもとりわけ重く暗い過去をもつ人物である
ことが明らかになる。広島が米国にもっとも多くの移民を送り出したことは
周知の事実であるし，戦前の移民の多くが子弟を教育のため日本に送った習
慣もよく知られている。「帰米」の多くは日米開戦前に米国に帰国し，その
結果収容所生活も経験した人が多いのだが，なかには戦前の帰国がかなわず
戦時を日本に過ごした帰米も少なくない。そうした人びとのうち広島出身者
は，同時に被爆者ともなったわけである。作品冒頭には次のようなエピグラ
フが記されている。
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On August 6, 1945, at 8:15 A.M.,
an atomic bomb was dropped on the naval base
of Hiroshima, Japan.
Approximately 140, 000 individuals
were killed instantly or died within months.
At least 210,000, however, survived.
Of the survivors, more than 500 eventually
returned to their birthplace－the United States.
（no page number, italic original）
このように，広島出身の被爆帰米二世は 500余名に及ぶ。この作品の最大
の功績は，これまで知られていなかった「被爆帰米二世」の存在に光をあて
たことにある。作品にはマスのほかにも，顔に醜いケロイドをもつハルオ・
ムカイや，首に蜘蛛の巣のような火傷のあとをもつジョージ・ハネダが登場
し，日系コミュニティのなかで被爆帰米二世が稀な存在ではなかったことが
伺える。そしてタイトルの「大きなバチ」とは，この広島時代の被爆体験に
まつわる驚くべき事件と，それに起因する消し難い罪悪感のことであり，こ
の作品はマスがそうした暗く重い過去との和解を果たす物語でもある。
このように，「ヒロシマ」および「被爆帰米二世」がキーワードともいえ
る Summer of the Big Bachi だが，ほかにも日系コミュニティのさまざま
な側面が詳しく描きだされている。これは Hirahara 作品おしなべての特徴
だが，一個人の経験に基づくコミュニティの描写ではなく，コミュニティ全
体を俯瞰した視点があるのだ。第 1作であるこの作品ではとりわけ戦時強
制収容はもちろん，帰米，ノーノーボーイ，422部隊，リトルトーキョーの
変遷など多くの要素が盛り込まれている。なかでも代表的な日系エスニック
・ビジネスである庭師たちの生活がつぶさに描かれており，苦労の多かった
この職種の古い世代に飲酒やギャンブル癖に溺れる場合が少なくなかった現
実もあまさず描き出されている。
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続く Gasa-gasa Girl では，舞台はマリ一家の住むニューヨークに移る。
前作の最後で親友のタグ・ヤマダから，マリが白人庭師のロイドと結婚しす
でに息子も生まれていることを知り，マスはショックを受ける。典型的な日
系男性であるマスは，家族に対する愛情表現を欠いており，娘マリとの関係
も永らくぎくしゃくとしたものだったのである。作品冒頭，そんなマリから
めずらしく助けを求められたマスは，ここは何としても自分が一肌脱がねば
と遠く東海岸に赴くのである。長年家族を顧みなかった負い目に加え，孫息
子タケオに重い肝臓障害があることがわかり，被爆者である自分のせいでは
ないかと自身を責めてもいるのである。
前作では太平洋岸の日系コミュニティが詳述されたが，この作品では比較
的知られていない東海岸の日系社会が描きだされる。西海岸に定住した日系
人の多くが農業や漁業，庭師などを生業としたのに対し，東海岸では多くが
ハウスボーイやハウスメイドの仕事で米国での生活を始めた。また前者は日
米戦争時を収容所で過ごしたが，白人資本家がニュージャージー州に建設し
たシーブルック農場（実際は，農産物の加工工場）は収容者を積極的に雇い
入れたため，ここで働くことを契機に東海岸で再出発を図った日系人は多か
った。さらに，実在の著名な日系造園家タケオ・シオタの知られざる晩年も
明かされる。こうした東海岸の日系人の歴史が，謎解きの過程で丹念に掘り
起こされていく。
タイトルの「ガサガサ・ガール」とは，お転婆であったマリの幼い頃の呼
び名である。この作品でマスは，疎遠であったマリとようやく打ち解け，ロ
イドやタケオも含めたマリ一家と初めて家族らしい関係を築く。前作に用い
た表現に倣うなら，Gasa-gasa Girl は父と娘の和解の物語であり，マスが
家庭人として再生を果たす物語でもある。
第 3作 Snakeskin Shamisen では，舞台は再びカリフォルニアに戻り，
沖縄出身で 422部隊の生き残りであるランディ・ヤマシロが，ラスベガス
で大金を当てたのちに殺害される事件が発端となる。タイトルの蛇革の三味
サンシン
線とは沖縄の民族楽器である三線のことであり，この作品では沖縄出身の日
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系移民に焦点があてられる。周知のように沖縄は，日米戦争においてきわめ
て過酷な状況にさらされた地域だが，一方では米兵と結ばれ戦争花嫁となっ
た女性も多いし，米兵とのあいだに生まれた子どもも少なくない。沖縄出身
者は，日系移民コミュニティのなかでもとりわけ複雑で重い過去をもつ人び
となのである。
この作品ではトーランスやガーディナの日系人社会が詳述されるほか，タ
ーミナル島と強制収容の歴史や，マッカラン・ウォルター法と市民権など重
要な社会問題がクローズアップされる。また日系ペルー人との捕虜交換の史
実を通じて，南米日系人社会にも視野が広がる。さらに，国土安全保障局を
初めとする同時多発テロ後の情勢まで，日系コミュニティをとりまく新旧さ
まざまな側面が重層的に組み込まれている。この作品で Hirahara は，エド
ガー・アラン・ポー賞とアメリカ探偵作家クラブ賞を受賞している。
そして最新作 Blood Hina だが，ここでも舞台はカリフォルニアで，す
でにお馴染の人物が数多く登場する。なかでも今回セカンド・ヒーローとな
るのはハルオ・ムカイで，マスと同じく被爆帰米二世で顔にひどいケロイド
を持ち，かつてはギャンブルに溺れて妻子を失い，今はクレンショー地区の
アパートに一人で暮らし，ギャンブル癖治療のカウンセリングを受けつつ花
市場で働いている。このパセティックな老人が，なんと花市場で知り合った
二世の未亡人スプーン・ハヤカワと再婚することになり，マスは新郎付添役
を務めることになる。結婚式のリハーサルの夜，スプーンの自宅から大切に
していたひな人形が盗まれ，ハルオに嫌疑がかけられ結婚式が中止となるう
え，ハルオ自身も何者かに連れ去られて行方不明となる。周囲では被疑者不
明の殺人が続いて起こるなか，何とか親友ハルオを助け出そうとマスが奮闘
するのである。
これまで日系社会のさまざまな人びとに光をあててきた Hirahara が，こ
の作品で前景化するのは日系花卉産業である。庭師と並んで花卉産業は，古
くから西海岸日系人の代表的な生業であった。もっとも今現在は，庭師以上
に従事者のエスニック背景は多様化しており，作品中でも南米系・イタリア
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系・オランダ系などさまざまな人びとが登場する。この作品で Hirahara
は，次第に過去のものとなりつつあるこの日系エスニック・ビジネスを記録
した。またアメリカ社会に蔓延する麻薬の背後には，南米政治組織がからん
でいるという大きな社会問題を明るみに出し，飲酒やギャンブルと並んで麻
薬もまた，日系コミュニティ内で無視できない病理となっていることを証言
している。
こうした重い主題とともに，シリーズ第 3作から始まったマスとジェネ
シー（大学教授で，沖縄人の母と黒人米兵の父との間に生まれた 60代の女
性）との淡いロマンスも脇役として静かに進行する。また結末部分ではニュ
ーヨークのマリから，夫の転勤により西海岸に転居することになった，つい
てはしばらく一家でマスの家に住まわせてもらえないかという電話がはい
る。独居生活の気楽さを失うことに動揺しつつ，マスは「オッケーよ」と答
え，次作への期待をかきたてて作品は終わるのである。2013年春出版予定
の次作品ではこうしてマリ一家が合流するほか，Hirahara の父 Osamu の
生まれ育った土地 Watsonville が舞台になるとのこと。またシリーズ最終
作となる第 6作では，マスが広島に里帰りすることが予定されている。
以上，駆け足でマス・アライシリーズを辿ってきたが，何といっても最大
の特徴は，描かれる主題やモチーフが従来の自伝的エスニック小説とは比べ
ものにならないほど広範かつ網羅的であり，また客観的・社会的視点が盛り
込まれていることだ。空間的にみれば，西海岸のみならず東海岸も，ハワイ
や沖縄や南米も含まれる。時間的には，戦前・戦中・戦後，そして同時多発
テロ後という最新の動向まで盛り込まれている。またコミュニティ内部の対
立や軋轢，飲酒や麻薬やギャンブルの問題など，これまで比較的描かれるこ
とのなかった負の側面にも，社会的視点から光があてられている。
こうしたことが可能であった理由の第一は，Hirahara が日系コミュニテ
ィの激動の時期をジャーナリストとして過ごしたことであろう。個人の体験
や調査では，これほどの時間的・空間的広がりを実現することは不可能であ
る。さらにもうひとつ，Hirahara がある種「遅れてきた日系作家」である
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ことも見逃せない。Hirahara の描く日系物語の断片は，すでにどこかで誰
かによって，何らかのかたちで描かれ証言されたかもしれない。しかしそれ
らモチーフを繋げてひとつの物語に織りなし，語られずにきた部分も補って
全体像を描き出すには，それなりの熟成の時間が必要だったと思われる。
最後にひとつ，マス・アライシリーズの大きな魅力を挙げておきたい。本
章の冒頭で，マスがミステリ作品の主人公としては異色であることを述べ
た。お金も名誉も地位もないうえ，若さも失った老人である。口下手で愛情
表現が苦手で，人前に出ることを好まない。こんなキャラクターが主人公に
なり得るのかと，疑問に思えるほどである。しかし作品を読み進むにつれ，
誰もがマスを好きになる。自己主張が何より大切なアメリカ社会にあって，
自己主張が大の苦手で，むしろそれを避けて生きようとするマスの生きざま
に，なぜだか心惹かれてしまうのである。またこのシリーズは，ある種のビ
ルドゥングス・ロマンでもある。70代のマスが，次第に成長していくのだ。
移民として帰米として苦労の多かった日々のなかで，生きられなかった人生
や悔いてきた過去と少しずつ和解を果たし，老年に達した今，新たに人生を
生き直しているかのようだ。重い罪悪感から徐々に解放され，娘マリや友人
たちとも次第に望ましい関係を築き，マス自身も少しずつ愛情深い人間へと
変わっていくのである。
マスのモデルである Hirahara の父 Osamu は，シリーズ半ばで鬼籍の人
となった。Osamu はマスのように無口でも無骨でもなく，愛情深いよき父
よき夫であったということだが，筆者にはこのシリーズ全体が，Hirahara
にとっては父親と同世代のすべての日系男性，すなわちアメリカ社会のなか
で否定されがちな側面を多々持ちつつ苦難の人生を生き抜き，次世代の礎と
なってきた人々への，オマージュでもあろうと感じられるのである。
4．越境と統合
さて次に，このマス・アライシリーズにみられる作家 Hirahara の「越境
の果ての統合」と呼ぶべきあり方について考察してみたい。
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第一に，自らの出自と経験に基づく自伝的作品でありながら，自伝を超え
たことがある。前章でも述べたように Hirahara 作品は，きわめて広範かつ
網羅的に日系の歴史と現在を描き出している。これが一方では紛れもなく
Hirahara 自身の経験から出たものであり，同時にジャーナリストとしての
経験や手腕，さらに作家としての想像力をも駆使し，それらすべてを撚り合
わせて複合的に織りなされたのが，マス・アライシリーズなのである。
1990年代後半以降，自伝的でない日系作品はいくつか出ている。2011年
の拙稿で挙げた Nina Revoyr や Rhana Reiko Rizzuto の作品がその一例
である（223−226）。両者とも，日本人を祖先に持つが，日系コミュニティ
に育ったわけではなく，日系人の過去や現在を自身で経験したわけでもな
い。文献調査やインタビュー等によって日系の歴史を綿密に掘り起こし，作
品を紡ぎ出したのである。21世紀初頭の現在，たとえば戦時強制収容ひと
つとっても，それを実際に記憶しているのは 70代後半以降の世代である。
多くの現代作家にとって，日系としての経験や記憶は自らのうちに備わって
いるものではなく，時間と労力を費やして獲得されるものなのだ。今後，こ
の種の「想像の記憶」によって作品を紡ぐ作家は増えていくことだろう。し
かし Hirahara の場合は，ある種典型的な日系コミュニティに生まれ育っ
た。帰米二世の父と一世の母を持つため，戦前の一世や二世にみられるよう
な意識を自然に身に着けていた。すなわち Hirahara 作品は，自身の経験と
いうミクロな視点と同時に，ジャーナリストとしてのマクロな視点をも併せ
持ち，両者を統合して包括的な日系物語を描き出した稀有な例なのである。
第二に，世代という概念を軽々と飛び越えたことがある。これまで日系ア
メリカ文学は，世代ごとに分析・考察されるのが規範であった。たとえば日
本で初めて日系アメリカ文学を総括的に論じた『日系アメリカ文学──三世
代の軌跡を読む』（1997）は，まさにその手法で日系アメリカ文学の全体図
を考察したものであったし，4年後に出版された『アジア系アメリカ文学──
記憶と想像』でも，日系に関する論考は多くが世代を分析の枠組みとしてい
る。今現在も日系作品を論じる際，世代を明記しそれを重要な分析項目のひ
とつとするのが通例である。これは文学のみならず，日系アメリカ人研究全
越境と統合 １７１
体の傾向でもある。日系の人びとは，1924年の旧移民法から 1954年の改
定まで事実上新たな入移民が禁じられていたため，世代と経験がくっきりと
階層構造をなすという特殊な状況をもつ。そのため日系コミュニティ内部で
も，自分たちを世代ごとに認識する習慣は今なお健在なのである。
ところが Hirahara は，父親世代の二世を主人公とすることで，戦前から
現在に至るまでを無理なく視野に入れた。また主人公は二世のマスだが，マ
スの視点を通じて描いているのは Hirahara であるから，当然そこには現代
を生きる戦後世代の感性も盛り込まれている。実際に，マス・アライシリー
ズを○世の作品と呼ぶことは難しい。主人公は二世，書いているのは父親側
からみれば三世，母親側からみれば二世の Hirahara であり，描かれている
時代や経験は一世から四世・五世に至るすべての世代に通じているからだ。
そしてマスは，第 1作冒頭では典型的な帰米二世だったが，各作品で過去
を振り返りそれらとの和解を果たしつつ，次第に変化し娘世代と協調・同化
していく。このように成長し変容する二世のマスを主人公におくことで，
Hirahara はすべての世代の意識と経験をシリーズのなかで統合した。
以上みてきたようにマス・アライシリーズは，前章で述べたように描かれ
る内容が時間的・空間的に多岐に渡ることに加えて，自身の経験に基づいて
書くというエスニック文学の規範も，世代ごとの内容や作風といった日系ア
メリカ文学の定石も超えている。そしてそのいずれにおいても，旧来のあり
方を脱却して新たなものに向かうというより，むしろ従来的な要素と今日的
なものを併せ持ち，両者の統合へと向かっているのである。
5．日系／アジア系アメリカ文学の系譜
本稿冒頭で，Hirahara は「遅れてきた日系作家」であると述べたが，こ
こで Hirahara に至るまでの日系／アジア系アメリカ文学の系譜をごく簡単
に辿ってみたい。「日系／アジア系」と枠を広げるのは，日本国内は別とし
て，北米では「日系」はより大きな「アジア系」のサブ・カテゴリとみなさ
れる場合が多く，研究書も「日系」を単独で扱うものより「アジア系アメリ
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カ文学」の枠組みで論じられるものが多いからである。
アジア系アメリカ文学なるものを論じた最初の研究書は，Elaine Kim に
よる 1982 年出版の Asian American Literature: An Introduction to the
Writings and Their Social Context であろう。同書の序文で Kim は，“As
far as I know, however, mine is the first attempt to integrate the Asian
American literary voice in one book-length study”（xiv）と述べている。
「アジア系アメリカ文学を一冊の研究書にまとめた最初の試み」と自身で述
べるこの著書は，さながら中国系・日系・フィリピン系・ヴェトナム系等の
作品群の紹介書といった趣であった。“New Directions”と題した同書の最
後を，Kim は次のような文章で締めくくっている。“Contemporary Asian
American writers are in the process of challenging old myths and
stereotypes by defining Asian American humanity as part of the com-
posite identity of the American people, which, like the Asian American
identity, is still being shaped and defined”（279）. すなわち未だアジア系
アメリカ文学なるものは，ひとつの文学ジャンルとして産声を挙げたもの
の，それが集合的にいかなるアイデンティティを持つものか，この時点では
定かでなかったのである。ちなみに日本で同書の翻訳が出るのは 20年後の
2002年だが，日本語版に寄せた序文で Kim は執筆直後の 1980年当時を振
り返り，「執筆を終えた時，この本を読んでくれる読者は誰もいないのでは
ないかと私には思われた」（ix）と記している。1980年代初頭とはそのよう
な時代だったのである。
ところが 1992年に出版された Reading the Literatures of Asian Amer-
ica では，状況はがらりと変わっている。同書の序文で編者の Shirley
Geok-lin と Amy Ling は，先の Elaine Kim の著書を挙げ，次のように述
べている。“In the decade since Elaine Kim introduced Asian American
literature in her ground-breaking book Asian American Literature: An
Introduction to the Writings and Social Context（1982），Asian American
writers have been extremely productive, often garnering national
awards and international recognition”（3）. わずか 10年のうちにアジア
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系アメリカ文学は急激に顕在化し，米国内外で大きな注目を集めるに至った
わけである。同書に前書きを寄せた当の Kim も，そうした状況を次のよう
に寿いでいる。
At the moment, we are experiencing the start of a golden age of
Asian American cultural production. Beginning around 1983 and
continuing into the present, Asian American writers of diverse an-
cestries have burst onto the U. S. cultural scene with novels, poetry,
plays, short stories, and book-length critical studies written from a
wide array of perspectives that reflect the increasing heterogeneity
of contemporary Asian American communities.（xi）
このようにアジア系アメリカ文学は 1990年代初頭に「黄金期」を迎え，上
記二つの引用にあるように，作品はもちろん研究書も数多く世に出た。記念
碑的著作をいくつか挙げるなら，Sau-ling Cynthia Wong の Reading Asian
American Literature: From Necessity to Extravagance（1993），King-Kok
Cheng 編集の An Interethnic Companion to Asian American Literature
（1996），David Leiwei Li の Imagining the Nation: Asian American Lit-
erature and Cultural Consent（1998）等である。
この最後に挙げた研究書のなかで Li は，アジア系アメリカ文学の系譜を
以下のように三つに分類している。
・“the ethnic nationalist phase”of the 1690s and early 1970s occa-
sioned by the civil rights movement, the new immigration, and the
emergence of a significant Asian American middle class
・“the feminist phase，”starting with its signature piece, The Woman
Warrior, in 1976 and going through the 1980s, during which Asian
American texts proliferated and received increasing academic legiti-
mation
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・the phase of“heteroglossia”（Bakhtin），present and ongoing, that
coincides with the influence of market multiculturalism and the
steady professionalization of Asian American critics（185−186, itemi-
zation mine）
1990年代末に至り，アジア系アメリカ文学は成熟期を迎え，系譜の分類が
可能になったわけである。さらに，Li の著書の 3年後に日本で出版された
前述の『アジア系アメリカ文学──記憶と想像』では，植木照代が次のよう
な五段階の分類を示している。
① 文化ナショナリズムの高揚（70年代初期から中期）
② 自伝論争の開始（70年代中期以降）
③ アジア系文学の開花（80年代初期から後期）
④ ポストコロニアル作家の登場（80年代後期から 90年代）
⑤ アジア系文学の多様化（x−xiv）
両者の分類に多少の違いはあるが，1990 年代末には多様化（heteroglos-
sia）に向かったというのが一致した見解である。そして 2011年に出版さ
れた『アジア系アメリカ文学を学ぶ人のために』では，全 3章のうち 2章
を「ジャンルの多様性」「パースペクティブの多様性」と題し，急速に進み
つつあるアジア系アメリカ文学の多様な広がりの考察にあてている。
6．おわりに：Hirahara にみる日系アメリカ文学の到達点
もとよりアジア系アメリカ文学は，それ自体多くの多様性を包含してお
り，ひとしなみに論じることは難しい。けれどもこれまでみてきた系譜か
ら，次のようにまとめることが可能であろう。アジア系アメリカ文学は，1970
年代に萌芽期があり，1980年代初頭に認知され初め，その後急速に花開き，
1990年代に至って黄金期を迎える。そして 1990年代末には早くも多様化
（heteroglossia）へと向かう。ひとつの文学ジャンルの変容過程としては，
かなり変化の速度が速い。これにはアジア系のみならずエスニック文学全体
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が，当初から政治的・社会的側面を強くもっていたことが根源的理由として
挙げられよう。また，アジア系がいわゆる「後発組」であったこともあろ
う。先行していたアフリカ系やネイティブ・アメリカンによる作品群が辿っ
た流れに，急速に追いつき同化していったと考えられる。
いずれにせよ Hirahara が登場した 2000年代半ばとは，アジア系アメリ
カ文学が最盛期を迎えて 20年近くが経過し，多様性に向かって久しい時期
である。それまでの変化の速度を鑑みれば，Elaine Kim が“golden age”
と呼んだ時代とは，取り巻く状況が相当に違っていると考えられる。実際，
2012年の拙稿で述べたように，1990年代以降多くの日系作家が従来の強制
収容を中心とした自伝的作品からの「卒業」を試み，主題も作風も多様化し
た（143−147）。出自や経験を大きく逸脱し，エキゾチックなジャパネスク
作品へと向かう作家も少なくなかった（147−154）。そうしたなか Hirahara
の描くマス・アライシリーズは，ミステリという形態をとってはいるが，む
しろ原点回帰ともいうべきオーセンティックな日系物語なのである。
しかし，単なる原点回帰ではないことはすでに述べてきたとおりである。
同時代作家としては例外的なほど自伝的でありながら，『羅府新報』の記者
として日系激動の時代を生きた経験と手腕が生かされ，きわめて網羅的な日
系物語を描き出すと同時に，ジャーナリスト特有の社会的視点もふんだんに
盛り込まれている。また二世の父を主人公におくことで，すべての世代を包
含する日系通史を紡ぎ出している。こうした作品を生み出し得たのは，Hira-
hara の生い立ちや経歴によるところが大きいが，Hirahara がある種「遅
れてきた日系作家」であることも無視できない。このような作品は，1980
年代や 1990年代には誕生しえなかったことだろう。時の経過を経て，過去
のさまざまな作品を踏まえたうえで，それらを統合する作品がようやく生ま
れたとみるべきであろう。
日系の人びとが戦時強制収容のリドレスを求めて闘っていた 1970年代後
半から 1980年代にかけて，数多く世に出た収容所を主題とする自伝的作品
群を日系アメリカ文学の原型とするならば，マス・アライシリーズもまた，
その後の多様化への流れのなかで出現したひとつの方向性にほかならない。
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しかし急激に顕在化し，瞬く間に黄金期を迎え，その後矢継ぎばやに多様化
へと向かった日系／アジア系アメリカ文学の系譜を振り返ってみるならば，
Hirahara のマス・アライシリーズは，日系アメリカ文学の集大成，ある種
の到達点ともみえるのである。
Notes
1 この部分および本稿の各所で記した Hirahara の個人的情報のうち，Hira-
hara のウェブサイトや著書の著者略歴に記されたもの以外は，2012年 3月 17・18
日ロサンゼルスにて，また 2012年 7月 21日兵庫県明石市にて行われた筆者とのイ
ンタビューによる。
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